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ライオンズクラブ国際協会 331-B 地区 

第２回キャビネット会議 議事録 

 

日時 2024 年 11 月 9 日(土)15：00～17：30 

会場 ベルクラシック北見 

司会 キャビネット運営副委員長  Ｌ.松田 佳陽 

 

1．開会宣言並びに開会ゴング         地区ガバナー  Ｌ.伊東 隆志 

2．出席者の紹介               運営副委員長  Ｌ.松田 佳陽 

3．物故者への黙祷              運営委員長   Ｌ.田尾 忠正 

 

4．地区ガバナー挨拶             地区ガバナー  Ｌ.伊東 隆志 

 

皆様こんにちは。今日は第 2 回キャビネット会議でございまして、このキャビネットを

支えていただける皆様にご参加いただきまして誠にありがとうございます。北見地方、ち

ょっと雪が降りましてですね、実は交通の便をちょっと心配しておりました。皆さんご安

全にお集まりいただけましたでしょうか。ちょっと心配しておりました。今日はですね、

あまり嬉しくないお話から皆さんにお伝えしようと思います。ここで地区ガバナーの挨拶

ということですけれども、今のこのキャビネットの状況を皆さんに報告を兼ねてお話しし

たいと思います。まず第 3 リジョン第 2 ゾーンなんですけれども、太田ゾーンチェアパー

ソンの方からご報告を頂いております。解散クラブが出ました。十勝清水ライオンズクラ

ブなんですけれども、3月末で解散をするというご報告を頂いております。27 名の、26 名

ですか、会員がございまして、これが一気に減るということで、すごい僕としては痛手な

んですけれども、これ、各クラブの意思で動いているものでございまして、僕らがとやか

く言う話ではございませんので、そういう意思を持っているクラブがあるということは、

やっぱり尊重してまいりたいなというふうに思っております。ただし、中にはライオンズ

活動を続けていきたいんだとおっしゃる方もいらっしゃるでしょうから、例えば他のクラ

ブに転籍するですとか、そういう方が 5 人以上いらっしゃったら支部クラブを作ることが

できます。どこかのクラブの支部になるだとか、そういう形を模索してまいりたいなとい

うふうに存じ上げておりますので、どうぞ皆様のご協力をよろしくお願いしたいと思いま

す。次に、能登の災害についてお話したいなと思います。パソコンを用意しますので、ち

ょっとお待ちください。能登の災害については、私は各クラブに対して文書を差し上げて

おります。内容については、重要な点だけお話ししますと、物資の支援は当面の間行わな

いでくださいというお願いです。それから、資金の援助は、LCIF に対して 1人当たり 2千

円の指定寄付をお願いしたいということでございます。それから 3 番目、キャビネットで

管理している緊急援助資金は使わず、支援の対応は各クラブでというお願いでございまし

た。これについて、物資の支援は当面の間行わないということについては、334-D 地区、杉

木ガバナーから文書を頂いております。内容はですね、物資については当面の目処が立っ
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ておりますことから必要ありませんという内容でございました。これ、裏の話をちょっと

申し上げますとですね、この地域の，福祉協議会の方に支援物資を集める建屋がありまし

て、そこに集めている状況なんですけれども、それがすごい量が集まって整理がつかない

という状況だそうです。それから最初の頃はタオルを送ってくれと言いましたら、すごい

量が集まったんですけれども、ちょっと使えないような布切れが大量に送られてきたりと

かですね、そこら辺の整理もしなきゃならないというお話でございまして、今とりあえず

物資の面は落ち着いておりますので、目処が立っておりますので、送って頂かなくて結構

ですという文章を戴いております。それから 2番目の LCIF に対して 2千円の寄付をお願い

したいということなんですが、これについては LCIF からいろんな文章がまいっておりまし

た。このような文章なんですけれども、LCIF 理事長の方から、一人 2千円の援助をお願い

したいと、ご支援をお願いしたいと、これは山田實紘理事、それから鶴嶋浩二理事、会則

リーダーの鈴木誓男さんですね、こちらの方から連名で出ているものでございます。こう

いうものが出ているということ、それから、何故 LCIF なのかと申しますとですね、これ、

ネットから拾うこともできます。後で拾い方をお知らせしたいなというふうに思うんです

けれどもね、これは地震のときのもので、その報告が 10 月 20 日に上がってきております。

LCIF からの報告でございます。そこにですね、ちょっとこの部分を見ていただきたいなと

思うんですけれども、LCIF からは、要請をいただいて LCIF から出している仕組みになっ

てまして、そこでどういうことに使うのかチェックされて、それで支給するという仕組み

になっているんですね。それから支給したのも支給しっぱなしじゃなくて、あとで領収書

だとか、確認しています。これ、斜線になっている部分がありますよね。これレンタル、

例えばレンタル入浴車のレンタル料、これ斜線があって取り消されてますよね。やっぱり

ちょっとそぐわないだとかいうことはこうやって援助しないというような決定がされたん

だと思います。これは 3 月ぐらいまでですね、それから 3 月から下の方で黄色いところは

10 月からまたずっと増えてるんですけども、これは洪水の災害、豪雨の災害にも支給にな

っています。このように使い道がはっきりしてそこに使われる。それから領収書等も確認

されているということで、僕は非常に安全性が高いというふうに判断いたしました。そこ

で、この LCIF を通じて、皆さん指定の寄付をお願いしたいという文書を配布したのでござ

います。この災害指定寄付になりますと、LCIF では MJF の累積だとか、そういうアワード

につながることがあるんですけれども、この災害指定寄付とすると、MJFとは関係なくなり

まして、このアワードの対象にはならないということだけをお含みおきいただきたいと思

います。それから、緊急援助資金をなぜ使わなかったのかと申しますと、まず最初はタオ

ルを送ってくれ、水を送ってくれから始まったんだけど、もう 1 週間も経たないうちにど

んどん変わっていったということがございました。それでお金についても本当に急に、も

う今これこれ買いたいからすぐ送ってくれというような要請の仕方ではなかったんです。

そういう要請の仕方をされたわけではなかったんです。それで緊急性は少ないんだなと私

は判断いたしました。緊急援助資金を使うというのは、ゾーンチェアパーソンの同意がご

ざいましたらすぐキャビネットから出せると非常に素早く出すことができます。そこまで

素早さが必要だったかと申しますと、そうでもなかったというふうに、私は少なくともそ

う感じました。緊急性よりも、いまだにその孤立状態から抜け出せないような町があった

りする状況で、これからも長い支援が必要であろうということで、緊急性よりも継続性と
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申しますか、これからもずっと長くお付き合いしていかなければならないものだというふ

うに感じましたので、急がなくてもいい、ただ、皆さんの協力を得たい、そういう形でご

ざいますので、この緊急援助資金を使わず、各クラブの対応をお願いしたというところで

ございます。それから、能登の話は以上にしまして、各クラブにお願いしたのが、中古眼

鏡のお願いをしております。ある地域で中古眼鏡を集めているところがございます。そこ

は中古眼鏡を集めて度数を測ったり、壊れているところをちょっと直したり、そして使え

るようにして世界中に送っていると。主に東南アジアが多いんですけれども、そちらに送

っているという事業をしております。その外注として修理をしたり度数を測ったりすると

きに就労支援機関、そこの力を借りているんですね。年間 3 万個の眼鏡を検査したり直し

たりすることが出来る体制ができたというお話を伺っておりますのでそちらの支援を僕ら

もしていきたいというふうに思いまして、ちょうどガバナーから文書が来ましたので皆さ

んに配布したというところでございます。その際に中古メガネを送る際に検査したり修理

するのに一個あたり 50 円の支援金の送金をお願いしたいということも付け加えて流した

ところでございます。中古メガネの話は以上でございます。それから LCIF のお話をちょっ

とさせていただきますと、私はゼロドルクラブ、寄付がゼロのクラブですね、これをなく

したいというお話をさせていただきました。その形としてですね、年が明けましたらボウ

リング大会を開催しようというところまできました。開催要領についてはこれから皆さん

にお知らせいたします。形としてですね、1 人 2 千円を LCIF の方に寄付をお願いしたい。

それで、全道のボウリング参加者でランキングといいますかね、順位をつけてという仕組

みを取りたいなと思っております。この開催要領については、後日配布致しますけれども、

内容としては、一人 2 千円の寄付をお願いして、それでボウリング大会を開催していただ

くと。それで、A 地区は 2 月 1 日に札幌市でやるんだそうですよ。これ大々的にやるんだ

そうですけれども、この B 地区はなかなかそういうわけに一箇所に集まってということが

できません。この冬の期間、特に危険ですから、そういうことできませんのでやりません。

各主要都市のボウリング場にそれぞれ集まって頂いて、大会をして頂くと。参加者は 2 千

円の寄付をお願いする、そして、そこのスコア表をですね、僕の方に送って頂きたいんで

すよ。それで、それをもって全道の順位付けをしていくと。そういう形を取りたいなと考

えております。詳細については後日お知らせ致しますので、もう少しお待ち頂きたいと思

います。それから、このキャビネットの目玉となる事業を今進めているところでございま

すが、これは何かと申しますとですね、市との災害協定、これを結んでいくという作業を

今始めたところでございます。ちょっとご覧頂きたいと思いますけれども、これ、網走市

と網走ライオンズクラブの災害時におけるボランティア支援に関する協定書でございます。

これ、網走ライオンズクラブが寺中会長の時に、網走市と協定を結んだものでございます。

これを、この北見キャビネットでは、北見市、網走市、紋別市とこのような形で結んでま

いりたいというふうに考えております。そこでゾーンチェアパーソンの皆さんにお願いが

あるんですが、とりあえず、網走桂クラブ、それから紋別オホーツクライオンズクラブが

それぞれ網走市、紋別市と協定を結ぶようにしてまいりますので、その援助をお願いした

いと思います。それから、北見市に関しては、北見 4 クラブ。これの会長さんとですね、

北見市が締結するような仕組みを持っていきたいと思います。北見キャビネットの力はこ

こまででございますが、実は、これ、道東 6 市で防災協定というのが結ばれているんです
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よね。北見、網走、紋別はもちろん入っているんですけれども、このほかにですね、根室、

帯広、釧路が入っております。この 6市で、例えばどこかの市が災害を受けたとなったら、

他の市が手伝うという、災害が起きたときに手伝うという、支援するという仕組みが 6 市

の間でできているんですね。この仕組みをライオンズもお手伝いできるような体制にした

い。この北見キャビネットはそこまではちょっと無理かなと思いますのでこの続きは大島

一副にお願いしたいなというふうに思っているんですけれども、とりあえず僕の段階では、

網走、北見、紋別で、3市で防災協定を結んでいく。そこまで持っていきたいなというふう

に思っております。もし質問だとか、もっとこういうやり方があるよだとかございました

ら、後程お知らせ願えたら幸いでございます。私のご挨拶とかえさせていただきます。あ

りがとうございました。 

 

5-1 第一副地区ガバナー挨拶       第一副地区ガバナー  Ｌ.大島 尚久 

 

皆さんこんにちは。ただいまご紹介にあずかりました大島でございます。第 2 回のキャ

ビネット会議ということで、第 3回は ZOOM、第 4回は 4月 5日ということで、半年間皆様

の顔をじっくりと拝むことができないということでございますので、今日はせっかくのこ

の現地でのキャビネット会議でございます。半年間分のお話やいろんな相談、そういった

ものを、この会議、それから会議の終わった後の懇親会、たっぷりとキャビネット会議の

時間もありますし、それから懇親会も用意されているということでございますので、でき

るだけですね。濃密な時間を過ごして頂くようにお願いしたいなというふうに思います。

私からは後でオセアルフォーラムの時間を頂いておりますので、そのときにまたオセアル

フォーラムのお話をさせて頂きたいなというふうに思いますが、先ほど LCIF のお話がガバ

ナーから出ました。すごくいいアイデアだと思います。明るく楽しく LCIF ができるという

ことでございますし、ガバナーの方針であるゼロクラブをなくすというのには、このボウ

リングで 2 千円をお支払い頂いて楽しくゲームをして、交流をして、そしてゼロクラブを

なくすということでございますので、振るってですね、各地にはないかもしれませんが、

近くのボウリング場でボウリングをして、LCIF をして頂ければというふうに思います。あ

とでまた時間を頂きますので、またその時にお話したいと思います。本日のお集まり、誠

にありがとうございます。 

 

5-2 第二副地区ガバナー挨拶       第二副地区ガバナー  Ｌ.広瀬 寛人 

 

皆様こんにちは。本日のキャビネット会議、最後の一番お疲れのところの 17、18 番目の

メニューで、会員専用のポータルサイトのことの説明、それから公益財団法人日本ライオ

ンズの説明ということで、2 つの部分で脂っこい話を後ほどさせていただきますので、ご

協力のほどよろしくお願いいたします。以上です。 
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6．キャビネット報告            キャビネット幹事  Ｌ.二宮 雄一 

 

報告第 1号：複合地区各種会議 

報告第２号：リジョン・ゾーン経費の算定基準について 

報告第３号：前年度会計決算報告について 

報告第４号：会員並びにクラブ活動状況報告 集計表 

 

7．審議事項 

  議長就任                   地区ガバナー  Ｌ.伊東 隆志 

――ライオンズ必携にて、既定の通りこれより先は地区ガバナーが議長を務める―― 

議長 地区ガバナー Ｌ.伊東 隆志 

議長は定刻になり出席状況を確かめ、定足数をみたしており本会議は成立した旨を述べ開

会を宣言した。 

 

議案第 1 号 ：第７１回地区年次大会要綱（案）   

地区大会委員長 Ｌ.岩崎 雅人 

議案第 2 号 ：第７１回地区年次大会取引金融機関（案）  

地区大会委員長 Ｌ.岩崎 雅人 

       質問意見無し  議案第１号・２号を全員拍手にて承認 

議案第 3 号 ：第７１回地区年次大会議事規則（案） 

 キャビネット幹事 Ｌ.二宮 雄一 

質問意見無し  議案第３号を全員拍手にて承認 

議案第 4 号 ：次期地区役員・委員推薦要項（案）について 

 キャビネット幹事 Ｌ.二宮 雄一 

議案第 5 号 ：次期地区ガバナー立候補者届出について 

 キャビネット幹事 Ｌ.二宮 雄一 

議案第 6 号 ：次期第一副地区ガバナー立候補者届出について 

 キャビネット幹事 Ｌ.二宮 雄一 

議案第 7 号 ：次期第二副地区ガバナー立候補者届出について 

 キャビネット幹事 Ｌ.二宮 雄一 

質問意見無し  議案第４～７号を全員拍手にて承認 
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提出議案                 キャビネット幹事 Ｌ.二宮 雄一 

 第２回キャビネット会議提出議案はありません。以上です。 

 

 以上審議を終わります。 

伊東ガバナー 議長解任 

 

各コーディネーター報告 

 

8．地区 LCIF コーディネーター       地区ガバナー   Ｌ.伊東 隆志 

 

着座のまま説明させていただきます。132 ページを開けてください。9 月の段階の LCIF

の献金実施状況一覧となっております。合計で累計1万5,077ドルが献金されております。

これは目標額が 15 万ドルでございますので 10%という形で、実はこれ、他の地区から比べ

るとずいぶん少ないということで、結構会議に出るとつらい思いをしているような実情で

ございます。内情をお察しください。私のキャビネットというのは、楽しいライオンズと

いうことで進めておりますので、それからゼロドルクラブをなくすという目標を掲げさせ

ていただいております。そこで、明るく楽しく献金していただく方法を考えまして、ボウ

リング大会を開催していこうというふうに考えておりますので、皆さんのご協力をどうぞ

よろしくお願いします。以上でございます。 

 

9．地区 GLT コーディネーター     第二副地区ガバナー   Ｌ.広瀬 寛人 

 

第 1 回のキャビネット会議のときに、私の方からお願いをしましたライオン誌の一番後

ろのページのこの登録の方、いろんなところでですね、ずいぶん登録をいただいておりま

す。ありがとうございました。昨日は新しい配信があったときに、新入会員のセミナーの

部分がきちんと載っているよということで、案内があったと思いますので、通知のあった

方はぜひ見開きをお願いいたします。それとともに、第 1 回目のキャビネット会議で、笈

田運営副委員長の方から頂いた新入会員に対するセミナーのですね、網走の方で使われた

素晴らしい資料、これを PDF で各クラブの事務局の方に配信をさせて頂きました。ぜひこ

れもご活用頂きたいというふうに思います。あと、この後ですね、先ほど私がお話しさせ

て頂いた、17 番目の GLT セミナーのところで、ライオンポータルというところのサイトか

ら、いろんなクラブの会長さん、幹事さん、会計さん、いろんなポジションの方が勉強で

きるプログラムが、全て整っております。そのアクセスの仕方について後ほど説明をさせ

ていただきますので、ぜひご理解いただいて、一度ライオンポータルの登録をお願いした

いというふうに思います。私の方からはですね、MD331、いわゆる ABC 合同で 12 月 16 日で

すね、会場は札幌になりますが、いわゆるゾーンチェアパーソン、ゾーンチェアパーソン

候補、クラブ会長等の候補のレベルの方々に対する研修会が開催されるということで、皆

様にご案内をさせていただきます。12 月 16 日月曜日だったと思いますが、これもキャビ

ネットの事務局の方から各クラブの方に全て案内がメールで行ったと思います。ぜひふる

って参加を頂きたいと思います。朝 9 時から午前中は、いわゆる会長、ゾーンチェアパー
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ソン候補、ゾーンチェアパーソン、こういった方々へのレベルの研修、そして午後からは

公認ガイディングライオンということで研修が行われます。もうすでに公認ガイディング

ライオンを受講されて資格をお持ちの方もいらっしゃるかと思いますが、3年間、3年過ぎ

るとまた新しく更新して受けていないと有効期限が切れてしまうということなので、331-

B 地区では阿部ガバナー一度公認ガイディングライオン、複合でされております。ですか

ら、その方はもう 1 年半ぐらい過ぎているということですので、もしこの機会でまた受け

ていただければ延長になりますので、ご参考頂きたいと思います。ご案内の方には、たぶ

ん登録料が 1 万円になっているかと思いますので、札幌に出かけて、12 月に出かけて、1

万円という研修費を負担するということで、少しハードルが高いですが、ぜひそういった

方々に受けて頂いて、レベルを上げて頂きたいと思いますので、 お願いを致します。以上

です。 注）ガイディングライオンがクラブを担当する期間は「2年間」 

 

10．地区 GMT 副コーディネーター   Ｌ.大和田 収 

 

みなさん、こんにちは。副を務めさせていただいております大和田と申します。どうぞ

よろしくお願い致します。矢吹ライオン、本日都合により欠席をされておりますので、私

の方から説明をさせて頂きます。まず、SWOT 分析についてでございます。第 1回の SWOT 分

析リモート会議を開催しております。日にちが 10 月 15 日火曜日。時間が午後 3 時から午

後 4時 30 分でリモートで行っております。出席の方は、伊東ガバナーはじめ、コーディネ

ーター会議のメンバーの方にお願いをしております。その中で、まず矢吹ライオンからは、

稚内キャビネットにて行った SWOT 分析、69 クラブ中 47 クラブの回答で、68%の回答率と

なっています。まだ回答していない 22 クラブには、今後 SWOT 分析の提出をお願いしたい

ということでございます。この会議の中では、いろんなお話がなされました。行動計画に

移行するためにも、ぜひ SWOT 分析が必要です。それから、第 2回のキャビネット会議、今

回ですけれども、そのゾーンチェアパーソンに説明する資料を作成して頂きたい、また、

SWOT 分析の内容のハードルを少し下げてはどうか、そういうような意見、また、アンケー

ト形式の SWOT 分析をしてはどうかというような意見が多く出ております。その中で最終的

には、この 68%の回答率ですけれども、ページ数にしますと 99 ページ 100 ページぐらいの

資料となっております。1クラブから 14、それから 10 とか 9とか、数多くの回答は出てお

ります。なかなかこれを一つにまとめて結果報告するにはもう少し時間が足りないという

ことでございます。もう少しお待ちになっていただきたいと思います。今回の会議でご説

明できないということで、お詫びを申し上げたいと思っております。私からは以上でござ

います。よろしくお願いいたします。 

 

11．地区 GST コーディネーター   Ｌ.喜多 武彦 

 

報告を 2 件致します。まず 1 件目、献血量についての実績の報告をいたします。8 月末

の献血アクティビティが 12 件、動員数は 724 人、285,600cc。9 月末の献血アクティビテ

ィについては 15 件、動員数が 977 人、381,200cc。10 月末の献血アクティビティは 26 件、

動員数が 890 人、317,400cc。累計で献血アクティビティは 53 件になります。動員数につ
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きましては 2,591 人、984,200cc。今期は目標を掲げていませんが、例年の目標で言います

と、250 万 cc であります。それに対しては、この 4 ヶ月で 39%となっております。順調に

ご協力を頂いているところです。次に 2 点目、複合地区の事業報告をいたします。複合地

区では年に 1 つのライオンズクラブと 1 つのレオクラブに「思いやりは大切なこと」奉仕

アワードを推薦することができます。今期につきましては、中標津ライオンズクラブを奉

仕アワードに推薦致しました。推薦奉仕事業の内容ですが、2024 年 5 月に学校法人岩谷学

園ひがし北海道日本語学校の留学生と一緒に学校の敷地沿いに 20 本の桜の苗木を植樹さ

れました。多文化共生の象徴として当日は、ミャンマーや、スリランカなど各国からの留

学生及び教職員 30 名以上とともに、植え方を説明しながら、和やかな雰囲気の中で作業を

されたと報告を頂いております。留学生は皆初めての経験であり、開花の頃にまた戻って

きたいとの感想が出され、来年以降も継続を予定との報告を受けております。植樹は環境

保護に資する事業であり、桜は日本の春を象徴する花であり、日本の心ともいえ、留学生

は日本の文化に触れるとともに、植樹を通していつかまた戻ってきたいという心を育み、

中標津町を第 2 の故郷として、将来の関係人口になることを期待するべき事業と捉えてお

ります。学生たちを植樹という異文化交流事業で、継続的に応援をされるとのことです。

以上、稚内キャビネットに始まった「環境保全」という観点から、10 月 7 日に推薦に署名

をさせて頂きました。聞きづらかったと思いますけれども、お詫び致します。以上、GST コ

ーディネーター報告と致します。ありがとうございます。 

 

12．地区スペシャルティクラブ・FWT コーディネーター   Ｌ.大津 幸三 

 

SCP・FWT の報告をさせて頂きますが、報告というよりは、今回は改めてのゾーンチェア

パーソンの方々へのお願いになりますので、よろしくお願い致します。今年度の FWT とし

ては、会員増強の部分で、家族会員、それから女性会員、そして支部の創設ということで、

そういう増強をミッション 1.5 に、地区として貢献したいということで掲げております。

コーディネーターとして、大変申し訳ないんですけれども、効果的な勧誘例、それから増

強例というのをお示しできずに掛け声ばかりで申し訳ありませんが、各クラブでは SWOT 分

析をされているかと思います。その中で結果として、対外的な PR が会員増強には必要だと

いうような結果も、一部出ているかと思います。各クラブのメンバーの皆様が、もう一度、

今一度、その家族を含めまして、奥様、お子様を含めまして、PR していただく、そしてあ

るいは Facebook や Instagram 等を使ってですね、クラブの PR をしていただいて、明るく

楽しいライオンズクラブがあるということを広く知らしめて頂ければ、また勧誘がしやす

いんじゃないかなというふうに思いますので、その辺の取り組みを改めてですね、各クラ

ブの方へお願いして頂きたいというふうに思います。それから、続きましては事業の方で

ヘアドネーションです。主な事業として、小児がん患者支援のためのヘアドネーションを

進めていくということで、今回、第 1 回のキャビネット会議でも報告致しましたが、それ

についてのまたお願いなんです。実は、北見白樺ライオンズクラブさんで、非常にこのヘ

アドネーションを積極的に取り組んでいらっしゃいまして、クラブ独自でですね、ヘアド

ネーションキットというものを作ってですね、美容室の方へ配布して頂いて、ヘアドネー

ションを、啓蒙を促進して頂いているというところであります。ぜひ今回、我々のキャビ
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ネットもそれをぜひ真似をしてですね、見習ってヘアドネーションを進めていきたいとい

うふうに思っておりますが、このキットをですね、これは北見白樺さん独自で作っている

キットを、実は拝借いたしまして、それにほぼ則してというか、すごい素晴らしい出来の

ものですが、ほぼそれを真似してですね、皆さま方に配布したいと。ぜひ早いうちに配布

してですね、今度の諮問委員会の全クラブに、ゾーンチェアパーソンの方々に全クラブに

配布して頂いてですね、ぜひ、周知それから啓蒙を、そして促進して頂きたいという思い

で配る予定にしておりますので、ぜひご協力をお願い致します。各リジョンのゾーンチェ

アパーソンの皆様には、いろいろご面倒をおかけしますけれども、明るく楽しいライオン

ズクラブのために、ぜひご協力をお願いしたいというふうに思います。以上です。ありが

とうございます。 

 

13．地区 GET コーディネーター   Ｌ.村山 聡 

 

はい、GET コーディネーターの村山でございます。本日は皆様、大変ご苦労様でございま

す。冒頭、伊東ガバナーの方から、十勝清水さんですか、解散のお話を聞きました。本当

にショックなことでございます。我々GET としても、新しいクラブを何とか今年度中に作

っていきたいという思いで活動させて頂いておりますけれども、現状は解散をされる、決

断をされるクラブの方が多いと聞いております。是非ですね、先ほどガバナーもお話があ

りましたけれども、支部会員、みたいな支部クラブですね、存続をなんとかして頂けるよ

うに、ゾーンチェアパーソンの皆さん方、各近隣のクラブ会長の皆さんにですね、ご協力

を頂きたいと思っております。で、新しいクラブですけれども、前回の 1 回目のときの会

議にもお話をさせていただきました。こちらの地区でですね、帯広の地区で、東北海道 WEB

ライオンズクラブ、昨年できたということで、習って私どものエリア、道北のエリアにな

りますけれども、こちらでなんとかウェブクラブを作りたいという思いであります。各、

うちのリジョンのエリアはですね、本当に町と言われる、町のクラブがだんだん減ってっ

てるというところで、ほんとに市のクラブしか残ってない状況であります。その中で新し

いクラブもなかなか難しいということで、我々のゾーンはもともと 9 クラブがあったんで

すけれども、現在は 3 クラブで活動しているという部分があって、もともと 9 クラブがあ

った音威子府から下は 和寒町までなんですが、そこの若手の皆さんにキーパーソンになっ

てもらって、そんな方を今選出をしている最中になります。また隣の、ライオンズクラブ

がなかった下川町にも、 新しい若い、若手のライオンズクラブに興味を持ってくれている

メンバーがおりましたので、そういう方をまた中心にして、今随時メンバーを集めてると

いう状況になります。ただ、何ぼ広域で集めても 20 名集めるというのが大変至難の業であ

りまして、なんとか今、各地域のライオンズクラブの皆さんにご協力いただいてですね、1

クラブ結成に向けて頑張っている途中でございます。次回は、第 3 回目はウェブですが 4

回目までに何とか報告ができるように頑張っておりますので、よろしくお願い致します。

私からは以上です。 
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14．各委員会報告 

 

長期計画リサーチ委員長  Ｌ.藤原 回向 

 

皆さん、お疲れさまでございます。先ほど、長期計画リサーチ委員会を開催いたしまし

て、そこで話し合われたことを 2 点ほどご報告いたします。まず最初に話し合われたこと

はですね、この 331-B 地区内におけるゾーンの編成ですね。これを見直さなければならな

いのではないかというご意見が多々出ております。それについてリサーチ委員会の方で今

日皆さんで話し合いました。只今村山ライオンの方からお話がありましたけれどもですね、

これからエクステンションしようとしているクラブもあるんだと。今ここでもって早急に

そのゾーン内の再編成をやったならば、またクラブ数の中でもってバランスが取れないと

いう意見が、またなるのではないかと。しばらくは皆様方の頑張りでもってクラブをどん

どんエクステンションしていただく。その結果を踏まえてからもう一度考え直す。地区内

のゾーンね、再編成ということを考えた方が良いのではないかと。今はともかくエクステ

ンションを頑張って頂いて、ゾーン内のクラブ数をなんとか国際協会の表示の方に持って

いって、当初のゾーン内のクラブ数に合わせるようにして頑張って頂こうというようなと

ころで、今のところ、とりあえずゾーン再編成は、皆さん方のエクステンションの頑張り

を見てからにしましょうということで、今のままでしばらくはいきましょうということで

ございました。それともう一点ございますけれども、これからのこの地区を引っ張ってい

かれる、リーダーとなられる、ガバナーの候補者、どなたがおられるのかということでご

ざいます。皆さん方正面に、第 1 副地区ガバナー、第 2 副地区ガバナー、ご覧になるかと

思います。また、その後に続く候補者の方々、どれだけおられるのかということでござい

ます。それで、先ほどもお話がございましたけれども、立候補の届出締め切りが 12 月 16

日ということでございます。12 月 16 日にどなたが立候補の届出を出すかということでご

ざいましたけれども、これはお一人の方だということは既に決まっておると、推薦を頂い

ているということを伺っておりました。それに対しまして長期リサーチ委員会には何を申

すことはない、そのとおり淡々と進めて頂きたい。また、その後に続く立候補予定をされ

ておる方々もおられます。その方も、やはり自分のリジョン内のクラブから推薦を頂いて、

意欲があふれておるということを、長期リサーチの中でもって、その認識を共有致しまし

た。それに対してもですね、我々は全力で応援していきましょう、頑張ってくださいとい

うことでいきましょうということでございます。私さらに、もうお一方が立候補されるの

ではないかという意思を固めておられるし、クラブの中もその意思を認めておられるとい

うことでございます。それに対してもですね、私どもとしては何も申すことはない、どん

どんどんどん進めてください、頑張ってくださいということが長期リサーチの考え方でご

ざいました。そういったようなところでもって、今回のキャビネット会議でもって長期リ

サーチ委員会でもって話し合われたところでございました。そういったようなことで、こ

れから未来に対してですね、331-B 地区はこれから、先頭に立つ、頑張るという方がたくさ

んおられるということで、委員会一同意を表したところでございます。そういったことを

ご報告申し上げまして、終わらせて頂きます。 
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地区大会委員長  Ｌ.岩崎 雅人  

 

恥ずかしながら、先ほど審議事項の中で，お話しさせて頂くことは全て話してしまいま

して、改めて新しい報告がない状況でございます。 

大変恐縮至極でございます。すみません。ただですね、今、頭の中、皆さんと話してい

る中でも、こうしたら楽しいんじゃないかとか、そういう意見はいろいろ出てきています。

ただ一つですね、ホストクラブの皆さんと協力のもとで、一生懸命どうやったら楽しんで

いただけるのか、まあ、式典はきちっとしたものをやるんですけども、晩餐会、それから

ゴルフ大会、それから他諸々、前夜祭も含め、すべて皆さんの記憶に残るものを楽しく作

っていきたいと思っていますので、よろしくお願いします。 

 

会則、コンプライアンス副委員長  Ｌ.髙橋 哲也 

 

はい。会則委員会で、コンプライアンス委員会の副委員長の髙橋です。まずですね、ラ

イオンズクラブ国際会則及び付則ですけれども、これは 2024 年の 6 月 25 日に改訂されま

した。大きな改訂としましては第二副地区ガバナーの要件が変更となったことです。先程

キャビネット幹事からも説明があったところですが、会議要録の 148 ページをご覧くださ

い。148 ページの下側の茶色の網掛けになっている部分ですね。ここがね、訂正されたとこ

ろでしてこれまでは第二副地区ガバナーの候補者の要件は国際会則の付則9条6項にあり、

まず、クラブ会長を全期または過半の期間、そして理事会構成員としてさらに 2 年以上務

めたもの、であり、そしてこれまでは ZC、RC、キャビネット幹事、キャビネット会計のい

ずれかの役職者として、前期又は任期の過半を務めた者でなければならないとなっていま

したが、このたびの改訂で国際会則付則第 9 条第 6 項（ｃ）（３）（ｂ） で地区グロー

バル・エクステンション・チーム・コーディネーター、地区グローバル指導力育成チーム・

コーディネーター、地区グローバル会員増強チーム・コーディネーター、地区グローバル

奉仕チーム・コーディネーター、地区 LCIF コーディネーターなども第二副地区ガバナー候

補者となれることとなり、候補者となれる資格が拡大されておりますので、ご注意くださ

い。また、これは従前より決まっていたことではありますが、国際会則の付則 12 条 2 項

で、2024 年 7 月より半期分国際会費は、米ドルで 24 ドルですが、2025 年 7 月より、半期

分国際会費が米ドルで 25 ドルと 1 ドル増額となります。これもご注意頂ければと思いま

す。また、コンプライアンス委員会についてですが、現時点でコンプライアンス委員会宛

てにコンプライアンス違反の事例は報告されておらず、コンプライアンス違反は確認され

ておりませんので、その旨ご報告致します。 

 

国際大会・国際協調委員長  Ｌ.岡村 廉明 

 

私の方からはですね、来週 11 月 14 日から開催されますオセアルフォーラムにつきまし

てご報告を申し上げます。来週 14 日からタイ、パタヤにて開催されます。331-B 地区から

は参加者 22 名ということになっております。内容につきましては釧路みなとライオンズク

ラブ 2 名、帯広平原ライオンズクラブ 1 名、留萌ライオンズクラブ 1 名、留萌みなとライ
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オンズクラブ 7 名、北見ライオンズクラブ 7 名、網走ライオンズクラブ 4 名ということで

22 名となってございます。内容につきまして若干触れさせて頂きますけれども、13 日に飛

行機で発って頂いて、14 日にはオプショナルツアーで市内観光等して頂きながら、夜には

331-B 地区の夕べということで触れ合いを持って頂くということでございます。15 日には

開会式、そして夕方には北海道の夕べということで全道の皆さんと触れ合って頂くと。16

日になりますと各種セミナーが開催されまして、最後に国際会長晩餐会ということで、世

界と触れ合って頂くということになっております。参加に関しましてご検討頂いた皆様に

心から感謝を申し上げます。ありがとうございました。 

 

薬物乱用防止・献血献眼副委員長  Ｌ.小滝 愛子 

 

薬物乱用防止・献血献眼委員会、副委員長の小滝です。本来でしたら委員長の山中がご

報告を申し上げるところではありますが現在海外へ遠征中のため代わりに委員会報告をさ

せて頂きますことをご了承下さい。現在薬物乱用防止教育認定講師養成講座の開催に向け

て計画を組んでおります。本年度はコロナ明けもあり、麻薬覚せい剤乱用防止センターの

方において 2025 年度計画で実施してほしい旨を伝えて頂いており実施に向けて管轄であ

る北見警察署二課と打ち合わせをしております。日程の方は 2 月開催を検討しております

が講師となる北見警察署の日程も調整してからとなります。決まりましたら皆様へ養成講

座開催の上程をさせて頂きますのでよろしくお願いします。また、日ごろは献血の運動に

対し多大なるご協力を賜りこの場をお借りして感謝申し上げます。ありがとうございまし

た。以上です。 

 

レオ・青少年育成、アラート、ＹＣＥ委員長  Ｌ.浅野 敬一 

 

レオ、浅野でございます。よろしくお願いいたします。まず、アラート委員会の報告と

いうことですが、先ほどのガバナーの方からですね、北見市、紋別、網走、共同で協定を

結ぶ、こんなことをやっているところは全国にないです。私、一般社団法人の日本ライオ

ンズの会議に出ています。今回、20 日の日に 4回目あります。そのときにですね、このこ

とを報告してみようと思っております。ここまでやっているところはなかなかないもので

すから、理事長に、まあ、理事長もちょうど出てくるものですから、理事長にちょっとな

んか、アワードかなんかいただけないかなということで、ちょっと考えてます。網走ライ

オンズクラブがこれ、もともと一生懸命やって頂いているので、網走ライオンズクラブに

対して何か理事長表彰だとか、そういうものを頂きたいなと。またキャビネットの方にも、

ガバナーからアワードを何か一つ頂ければなと思っています。これは私の気持ちだけです

けど、アラートはもともと前から言っておりますけど、社会福祉協会との協定をずっと推

進させて頂いております。結構進んでおりますけども、全く進んでいない地区もあるんで

すね。地区の名前は言えませんけども、多分わかっていると思うので、その地区のですね、

そのゾーンチェアパーソンの皆さん誠にお忙しいと思うんですけども、各地区の、各市町

村に必ず、協定書を結びませんかという文書が日本ライオンズの方から行っています。で

すからできれば社会福祉協議会の方に出向いていただいてですね、お話をしていただいて
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協定を結んでいただきたいと思っております。それとですね、協定を結ぶだけだと結構簡

単なんですね。協定を結んだ後の問題で、やっぱり網走ライオンズクラブさんは各ボラン

ティアグループと一緒にですね、市だとかＪＣだとか、いろんなところと提携して訓練を

やっているんですね。その訓練をやること自体が本当に大事で、災害が起きたときにどう

やって動くのか、何をするのか、ライオンズクラブはどこまでできるのかというところの

判断がきちっとできるはずなので、ですからガバナーが言った通りに、やっぱり協定を 3

つで結んでそういう訓練をやると、どこかで何かあったときに、皆で協力できるというこ

とで非常にありがたい考え方をしていただいているなと思って感謝を申し上げております。

また、我々は 10 月 30 日に北海道主催のですね、災害ボランティアに対する研究会みたい

なものにちょっと出席してまいりました。やはり、同じようなことを言っているんですね。

みんなで協力してやれば幅広く。で、私、キントーンだかっていうなんか、サイトを使っ

てやると非常に、それちょっと僕もあまり、まだよく分かってなくて、キントーンってい

うやつで調べて頂ければ分かると思います。で、キントーンもいいんですけど、やっぱり、

結局僕ら人間なんて、人間同士、コミュニケーションを取りながらやっていかなければい

けないなと思いました。それから、青少年育成事業。育成委員会としては 9 月 28 日に帯

広、釧路、オホーツクと 3 レオクラブが集まって合同例会、オータムキャンプをやりまし

た。夜に例会を行いまして各種勉強会をやりました。次の日、帯広の森陸上運動競技場と

いうところでですね、朝 6 時集合で、夕方の 4 時ぐらいまで障がい者スポーツ大会という

のがありまして、その手伝いをみっちりやってきました。非常にやっぱり、障がい者に対

する我々の優しさを出さないといけないので、一生懸命、レオの皆さんの優しさを出して

やっている姿を見ますと、レオにもやっぱりこれ、すごくいい影響があったんじゃないか

と。年寄りの俺たちが、本当に動けない方の車椅子を押して、グラウンドを一周して帰っ

てくるっていう、その作業だけでも、すごい充実感があって、すごく良いアクティビティ

だったなと思っております。私は全員本当に心に染みるような活動だったんじゃないかな

と思いますので、これもまたどこかであれば、またやっていきたいなと思っています。続

きまして、YCE 委員会ですが、これは実はうちの副委員長が複合の方のですね、YCE の副委

員長をやっているものですから、私も詳しいんですよ。だけど、私より詳しいんで、悔し

いですけどちょっと渡します。よろしくお願いします。 

 

レオ・青少年育成、アラート、ＹＣＥ副委員長  Ｌ.小野寺 一史 

 

私の方から YCE 事業に関する途中経過といいますか、進捗状況を皆さんにご報告させて

いただきます。一カ月くらい前に皆様方のクラブに 2025 年夏季の YCE 受入、派遣に関する

アンケートを送付させて頂きました。それで昨日時点で、まだ現状頂いていないクラブが

26 クラブございまして、これ今、MD331 の方で役員が一新しまして、若手の複合の役員の

方が一生懸命取り組もうとしております。それはですね、今まで YCE 事業というのは、全

国の地区で、代表となる複合地区が一括に取りまとめて、派遣、受入のお手伝いをさせて

頂いていますが、そのシステムが変わりまして、331 独自で派遣、受け入れも、手続きも、

私たちが担う形になりまして、これはのんびりしていられないということで、国際協会の

YCE のホームページを開いて頂くと、国際ディレクトリというのがありまして、そこを今
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どれだけ海外から受け入れますよというのを私今朝見させていただきましたが、やっぱり

ヨーロッパとか、特にアメリカ、インドネシア、シンガポール、ぞくぞくと出てまして、

残念なことに日本は東京の地区、1地区だけでした。なので、これはもう、まだご返事頂い

ていないクラブにですね、いろんなご意見、例えばできない理由、それをこれから解明し

ていくために、複合の新しいやり方、いろいろ解明していきましょうという委員会でそう

いう話になったので、いろいろなご意見をぜひ頂戴したいと思います。それで、今日現在

の来年の夏季の YCE 派遣受入れについてですが、まず派遣ですけれども、私のクラブの標

茶ライオンズクラブから 2 名、女子高校生生徒 2 名を派遣する予定でおります。これもで

すね、先ほど、別の委員会でもお話しさせていただいたんですけれども、1リジョンはです

ね、15 年ほど前に、これは、一つのクラブに背負わせるのではなくて皆で協力して、世界

共通の数少ないアクティビティなので、何か協力してやりましょうということで、合同の

委員会基金を 1 リジョンは作っております。その中の基金を活用させて頂いて、なんとか

うちのクラブが窓口になって派遣するというようになっています。それで、受け入れに関

しましても、3クラブさんから条件的に合えば受け入れてもいいですよという 検討をいた

だいております。これは、A地区、C地区のアンケートの結果を見ても大変、3クラブ受け

入れてくれるんですかという優秀な回答ですので、皆さんもまだご返答いただいていない

クラブもですね、ぜひ受け入れる受け入れないは別にしてこんなのが条件が充実したら何

とかなるというようなそういうご意見を頂戴できるのかと思っております。よろしくお願

い致します。私からは以上です。 

 

マーケティング・IT 委員長  Ｌ.伊藤 慎司 

 

委員長の伊藤です。どうぞよろしくお願い致します。まず、エコー誌につきましては、8

月号、10 月号を発行いたしました。現在、12 月号発行に向け編集しております。各クラブ

の皆様、各委員会の皆様には、原稿依頼に対しまして快く応じてくださることに対しまし

て、誠にありがたく感謝申し上げます。また、ホームページにつきましては、予定通り 7月

に開設しております。サバンナやライオンポータルへアクセスする際に、北見キャビネッ

トの トップページにあるバナーからアクセスをできますので、是非、ご活用頂ければと思

います。また、キャビネット会議要録、議事録、エコー誌などは随時更新しておりますの

でご覧ください。また、エコー誌につきましては、過去の資料もご覧できますので、そち

らの方も見て下さい。以上で委員会報告致します。ありがとうございました。 

 

国際平和ポスターコンテスト委員長  Ｌ.折笠 充 

 

平和ポスターコンテスト委員会よりご報告申し上げます。ただいまの作品の応募状況で

ございますが、留萌ライオンズクラブさんより31点、本別ライオンズクラブさんより4点、

網走桂より 1 点、合計 36 点の応募でございます。皆様のご応募、ありがとうございまし

た。それと表彰の内容でございますが、最優秀賞として 1 点、優秀賞で 3 点、敢闘賞で 5

点、佳作 5 点、ガバナー賞 2 点、キャビネット賞 2 点、他に参加賞として記念品の贈呈、

年次大会への応募作品の全点を掲示ということを考えております。あと、要録 56 ページの
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ホームページから飛んで頂くと、去年の入賞作品がご覧頂けますので、見ていってくださ

い。以上でございます。 

 

地区及びクラブシェアリング交付金申請について  キャビネット幹事  Ｌ.二宮 雄一 

 

154 ページを見て頂けますか。各クラブの名前があります。そして、そこに ID がありま

す。そして、23-24 年の寄付額、そして、24-25 年の新規の付与額ということです。そして、

一番右が、累計の申請可能額ということです。今回、中央さんの方から、できたら使いた

い、申請したいという話を聞いておりますので、皆さんにご説明させていただくと一番上

の中央さんのを見て頂きたいのですが、クラブシェアリングにつきましては申請可能額と

いうのが＄4,668.51 になっております。日本円にすると、大体 150 円換算でも 70 万円ち

ょっとが使える形ではないかと思っております。これはそれぞれの使うときの事業申請、

これはキャビネットが判断する話ではないので、申請書の届出があった場合は申請書をそ

ろえて、こういう形で申請してくださいという形の案内をさせて頂いて、申請をして OK が

出るかどうかというのは、あとはオセアルの方ということになるので、ただ、申請可能額

は一番右側の形になると思います。その他に地区のシェアリングの申請というのがありま

す。地区としてシェアリングで こういう事業をやりたいという申請は可能だということが 

一つあるんですが今回のガバナーの話の中で今期は地区のシェアリングは申請はしないと

いうことになっております。できたらクラブシェアリングについては どんどん使える金額

が累積していくので、もっとまとまってこうしようというのがあれば またそこはあるんで

すけれども、こういう事業を推進したいとかそういう部分では どうぞ申請を頂けるとあり

がたいと思います。ここに載っているのは今年の 9 月の最新のデータです。第一回の会議

の時に一番最新のデータが出た時にということで議案としては下げさせて頂いたというこ

とは皆さんご存知だと思いますので簡単ですがご説明致しました。以上です。 

 

15．質疑及びその他        キャビネット運営副委員長  Ｌ.松田 佳陽 

 

報告に対しまして質疑等がございましたら挙手の上クラブ名とお名前をお願い致します。 

 

Ｚ・Ｃ  Ｌ.豊田 典正 

 

帯広ライオンズクラブ 331-B 地区第 3Ｒ第 1Ｚの豊田と申します。第 1回のキャビネット

会議でも、質問をさせて頂いたんですが、第 1 にオセアル問題について 2 つほど質問なん

ですが、まず一つ目は、札幌で行うオセアルフォーラム、一つ目は士別決議。その中で、

我々は協力地区というか、ホスト地区になっているのでしょうか。 

 

第一副地区ガバナー  Ｌ.大島 尚久 

 

よろしいですか。はい。豊田さんありがとうございます。そうですね。なっております。

何年になったというのがいいですか。 
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2022 年 5 月 30 日、複合の年次大会ですね。高井ガバナーかと思います。のときにです

ね、複合年次大会で議案として提出されております。複合がホスト地区ですかね、札幌・

オセアルフォーラムのですね、ホスト複合地区になるというのをですね、議案として提出

され可決されております。この時にはですね、予算もそれからどういう内容でやるという

のもですね、しっかりと年次大会のこのプログラムですね、印刷されておりまして、私も

それを持っておりますので、もしよろしければ後でご覧になっていただけると思います。

正式に議案として出して可決されております。以上です。 

 

Ｚ・Ｃ  Ｌ.豊田 典正 

 

はい、ありがとうございます。あのー、23 年の士別の地区年次大会の時に第 2分科会で

負担金に関しての言及がありまして、3年間各千円、それからも地区にも負担金がある、と

いうことで決まったのですが、問題はまず我々がもしホスト地区であるならば、この議案

第 2号この時の 331-B 地区は、この規則は 2025 の札幌に適用される内容に関わらず、331-

B 地区の総意は不足金に対して負担しないという決議がなされておりまして、それでオセ

アルの大会で実は皆さんご存じのように、5 条 9 項にホスト地区に関しては負担金が負担

せざる負えないというような条文が判明しまして、この辺の齟齬と言うんでしょうかね、 

整合性というのがどのようにお考え、もちろん我々は登録をたくさんして、それであれば

いいんですが、日本で特に北海道 全体で、登録を積極的にやらないといけないんですが、

先程クラブ訪問のお話しをしまして、やはり微妙な雰囲気ですね。特に町村の方たちは、

強制的なお金に関して決議されてもちろん自分たちの負担金額を 3 年間でいくらでもいい

んですが、その後のことに関しては非常に抵抗を感じている。場合によっては、またそう

いう話また後で出てくる。非常にあのいかがなものかという手応えもあるんですね。それ

に関してもちろん登録することによって負担金はなくなる訳ですが、このへんに関してど

のような見解をお持ちなのかなと。見通し等如何でしょうか 

 

第一副地区ガバナー  Ｌ.大島 尚久 

 

私の方からですね後でお話ししようかなと思っていたのですが、8 複合でですね、協賛

をいただくということで、1 人 2 千円、8 万、9 万、全国にいますので、1 億 8 千万円、そ

れがしっかりと入ればですね、北海道の複合からも入りますし、登録料もありますので、

何とか黒字にはできるんじゃないかなというふうに思っておりますが、いかんせんその 8

複合が本当に入ってくるのか、今の時点では、見ましたらば、10 地区前後くらいしかまだ、

今のところ入っていないんですね。これから入ってくるとは思うんですけれども、それが

入ってこないとなると、登録料をかなり頑張らないと難しいかなと思っておりますので、

これはなんとか、全国のですね、複合の皆様方に理解をして頂いて、払って頂くというこ

とをですね、お願いさせて頂くというふうに思っています。整合性に関しては、あの時に

言われていたのは、そういう決議をすることで A 地区の人たちに、何としても赤字になら

ないように、頑張って予算を縮小してもらうということで、A地区も今、実行委員会立ち上

げの準備をしていますが、それほどお金がかからないように、あまり派手にならないよう
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にというふうに言ってはおりますが、いかんせん、札幌ドームでやったりですね、コンベ

ンションセンターも何日も借り切っているということで、かなり皆さんはかかるというふ

うに思います。私から言えることは、大変申し訳ないですが、そのくらいでございます。 

 

Ｚ・Ｃ  Ｌ.豊田 典正 

 

士別決議というのは、これはやはり今おっしゃった 331－B 地区のみの総意の表明をする

ためのことであって、現実的にはやっぱり 5 条の 9 項に則らなければならないということ

なんでしょうか。 

 

第一副地区ガバナー  Ｌ.大島 尚久 

 

それは残念ながら仮定の話ですので、来期ですね、決算が出た段階で、まあ協議しない

とならないのが、来期の話になるんじゃないかなと思いますけれども、10 月に終わって、

なるべく早く決算を出してもらって、無事になったときには、またキャビネット会議等で

協議しなければならないのかなと思っておりますが、なかなかそのホストクラブになって

しまっていますので、私たちは知りませんよということには、決議をやるにしても難しい

のかなと思います。 

 

Ｚ・Ｃ  Ｌ.豊田 典正 

 

はい、ありがとうございます。もう一つ、よろしいですか。ライオン広瀬にご質問があ

るんですが、先ほどもちょっとポータルサイトのお話がありましたが、公益財団法人の特

別委員会委員長と言うことですが、基本的に一般社団としてですし公益財団に関してもあ

とちょっと一つよくわからないのですし、それから、これは我々とどのような関係で、将

来的にどこを見てるのか、その辺がちょっとよくわからない。何か勝手に活動されている

し、その手順などが良く判りません。何かちょっと釈然としないですし、それにちょっと

簡単に説明していただければと思うんですけど。 

 

第二副地区ガバナー  Ｌ.広瀬 寛人 

 

この 18 番で部分が触れられるので、終えてからもう一度そこでわからなければ、ご質問

いただけますか。18 番で説明致した後で、もしわからなくなったら最後ご質問ください。

よろしくお願いします。 

 

キャビネット運営副委員長  Ｌ.松田 佳陽 

 

よろしいでしょうか。はい、ありがとうございます。そのほかございませんでしょうか。

はい、では松平さんお願い致します。 
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Ｚ・Ｃ  Ｌ.松平 範慶 

 

失礼いたします。第 5Ｒの第 2Ｚの津別ライオンズクラブ、ゾーンチェアパーソンをさせ

て頂いております、松平と申します。この度、長期リサーチ委員会の方に提出させて頂い

た話がございまして、それは、2028-2029 年度の地区ガバナーの立候補ということでござ

います。この北見中央ライオンズクラブさんの推薦の方がございまして、ライオン浅野敬

一が、第 5Ｒから、この 2028－2029 年度の地区ガバナーとして立候補をしたいというよう

な予定を表明されました。それで、そのお話を聞きまして、第 5Ｒのそれぞれのクラブで

も、ぜひ応援したいという思いを、それぞれのクラブに持ち帰っていただきまして、そし

て、それぞれのクラブから同意書というような形を回したので、その思いをさせて頂いた

ところでございます。この間、10 月 21 日が締め切りでございまして、その締め切りまで

に全クラブが同意して頂きまして、そして、浅野敬一Ｌのガバナー立候補を皆様で応援さ

せて頂くということの同意をさせていただきました。この度、長期リサーチ委員会の方か

ら、藤原回向Ｌからこのお話をしていただけるのかなと思っておりましたけれども、出な

かったので、私の方からこういう形で報告させていただきますけれども、一応、出なかっ

たということも含めて、ちょっとお話いただければと思います。よろしくお願いいたしま

す。 

 

キャビネット運営副委員長  Ｌ.松田 佳陽 

 

はい、それでは藤原Ｌ、お願いいたします。 

 

長期リサーチ委員長  Ｌ.藤原 回向 

 

私、お名前は出しませんでしたけれども、長期リサーチ委員会の方でお話を致しまして、

素晴らしいことですねということで、皆さん一致したところでございます。以上です。お

名前を出すのはですね、やはり 12 月 16 日の立候補締め切りまで、2 副地区ガバナーです

ね、その結果を見なければちょっと控えたほうがいいかなというふうにでございます。そ

れと、ここにおられる皆さん、それぞれご存知かなということも、察して頂きたいという

ことでございます。お名前はあえて出しませんでしたけれども、ただいま申されたとおり

でございます。 

 

キャビネット運営副委員長  Ｌ.松田 佳陽 

 

はい、では二宮幹事、お願いいたします。 

 

キャビネット幹事  Ｌ.二宮 雄一 

 

委員長がいろいろお考えがあって、お名前はというお話がありましたけれども、5 リジ

ョンの方の意向は明確に僕、長期リサーチでお話していますし、そして、今年の 12 月の 16
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日に先ほど説明した立候補に関しては、柳澤Ｌが正式に立候補の書類を全部、うちはキャ

ビネットとして受理しているということは、長期リサーチに、報告しています。間違いな

くしていますから。12 月まで出せないというのは、立候補制度がある以上は、一番最初に

柳澤さんを出したとしても、例えば、他の人が 12 月の 16 日まで出たとして、立候補だか

らいいわけですよ。今、名前を出さないというのは、僕、全然分からないので、長期リサ

ーチの会議に出ているのは僕ですので、皆さんの考え方は、分からないんですけど、少な

くとも柳澤さんから正式に書類を全部頂いております。そして、浅野さんに関しては、ゾ

ーンチェアパーソンに本当に頑張っていただいて、5 リジョンの意見をまとめて、そうい

う形になったということは、僕は長期リサーチで報告していますので、委員長はどういう

判断で話していないのか分からないので、ただ、私がキャビネット幹事として長期リサー

チに参加して、皆さんのして頂いたこと、提出頂いたことは、報告させて頂きます。以上

です。 

 

キャビネット運営副委員長  Ｌ.松田 佳陽 

 

はい、あとございませんでしょうか。はい。 

 

第一副地区ガバナー  Ｌ.大島 尚久 

 

すみません。第一副地区ガバナーＬ.大島です。えっと、来年度のことで、大変申し訳ご

ざいません。前回のキャビネット会議でもお話ししたんですが、ゾーンチェアパーソンの

方にお願いでございます。できるだけ早く次期のゾーンチェアパーソンを決めて頂いて、

報告して頂ければと思います。用紙を今日お持ちしましたので、後でお渡し致しますので、

ゾーンチェアパーソン、ゾーン委員、地区 MC・YCE 委員ですね、こちらに丸をつけて、何

とかこちらのキャビネットですね、北見キャビネットに提出をお願いしたいなというふう

に、よろしくお願いします。 

 

キャビネット運営副委員長  Ｌ.松田 佳陽 

 

よろしいでしょうか。それではここで質疑応答を終了させて頂きます。 

 

16--ＯＳＥＡＬフォーラム運営特別委員会委員長Ｌ.大島尚久より— 

・ＯＳＥＡＬフォーラムの収支、参加することへの意義について説明有 

 

17--GLT コーディネーターＬ.広瀬寛人より— 

・GLT セミナーにてライオンポータル登録、活用について説明有 

 

18--公益財団法人日本ライオンズ特別委員長Ｌ.広瀬寛人より— 

・公益財団法人日本ライオンズ活動報告として組織、事業、寄付等について説明有 
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キャビネット運営副委員長  Ｌ.松田 佳陽 

 

では、この件につきまして何かご質問等があればここで受けますが、どうでしょう？大

丈夫でしょうか？以上をもちまして、全てのキャビネット会議のプログラム、終了とさせ

ていただきたいと思います。 

それでは、最後に閉会宣言、並びに閉会ゴング 

地区ガバナー ライオン伊東 隆志、お願い致します。 

 

19.閉会宣言並びに閉会ゴング          地区ガバナー  Ｌ.伊東 隆志 
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